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Ⅰ．目的と生徒の状況
　前回の看図アプローチ実践（茅野 2020）では，

ビジュアルテキストとして絵図を用い生徒たちに

自分の思いを語らせた。今回は，ビジュアルテ

キストとして写真を用いる。「自分を深く考えよ

う大作戦－国語科卒業制作－」をテーマとした 2

コマ（各 50 分）の授業を計画・実施した。今回

の試みは中学 3 年間の授業終了，公立高校前期

入試直前というタイミングでの実践である。2 月

中旬には定期テストがあるので，実質この試みが

最後の授業になる。本実践では山下（2020）が

開発した「看図アプローチ語りカフェ」という方

法を追実践していく。看図アプローチ語りカフェ

は自己を見つめ，改めて自己認識し，未来の自分

を思い描いていく活動を含んでいる。さらに自分

の思いや気づきを相手に説明する・相手の説明を

聞きコメントをつける・ふりかえりシートを書く

活動も含んでいる。相手の説明を聞くことによっ

て，相手の成長に気づくと同時に「自分もそうだ」

という自己認識の深化も期待できる。

　3 年間の国語の総まとめも兼ねているので，「聞

く・話す・読む・書く・みる」の分野を 2 コマ

の中に入れて充分に活動させていこうと考えた。

学習指導要領では「聞く・話す・読む・書く」の

4 分野だけであるが，筆者はこれに「みる」をつ

け加えている。筆者は普段の授業でもこの 5 つ

の分野を心掛けている。今回は最終授業というこ

とで，生徒に対してもこの 5 つの分野を意識し

て取り組もうと呼び掛けた。

Ⅱ．授業の実際
授業者・学習者
　授業者は本稿筆者茅野，学習者は A 中学校の 3
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概　要
　山下（例えば 2020）が開発した「看図アプローチ語りカフェ」を卒業直前の中学生を対象にして実

施した。「入学した自分」「卒業する自分」「未来の自分」にふさわしいと考える写真を 1 枚ずつ選択する。

各写真に 7 文字のタイトルをつける。それにより自分の思いをおおまかにつかむ。次にそれらの写真

やタイトルについての説明を書き，考えをまとめながら聞き手に説明する準備を行う。以上の個人思考

のあとグループ内での発表や相互コメント等のグループ活動を行う。2 コマの授業の流れの中に，個人

思考・グループ活動を入れることにより，自分とじっくり向き合える設定になっている。仲間とともに

自己認識をすすめ，新たな世界に向かうエネルギーチャージができることを期待した授業実践である。
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年生 6 クラスである。

教材等
　ビジュアルテキストとして写真 8 枚を用いた。

これらは山下（2020）で用いているものをその

まま活用した（写真 1 ～ 8 参照）。ワークシート・

ふりかえりシートは，山下（2020）で用いてい

るものを中学生用に改訂した。ワークシート・ふ

りかえりシートはそれぞれ資料 1・2 として載せ

ておく。

　 　

　　　　　　
写真 1　　　　　　　　　　　  　写真 2　                                         写真 3

　 　

　　　　　　写真 4                                          　写真 5　                                        写真 6

　 　

　　　　　　写真 7                                             写真 8
© 山下雅佳実
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　資料 1　ワークシート

自分を 深く 考えよう 大作戦名前 3 年間の国語科 卒業制作

【入学した時の自分】

（写真貼付欄）

（写真やタイトルについての説明記入欄） （写真やタイトルについての説明記入欄） （写真やタイトルについての説明記入欄）

【卒業する自分】

（写真貼付欄）

【未来の ( 目指す ) 自分】

（写真貼付欄）

タイトル タイトル タイトル

（実際は A3 版。下半分の 9 マスは他の生徒からのコメント記入欄となっている。）
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　資料 2　ふりかえりシート

「自分を 深く 考えよう 大作戦」
　　　　　　　－国語科卒業制作－

ふりかえりシート

3 年（　）組（　）番　（　　　名前　　　）

　　①私は「大作戦」に参加する前は，

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　

　　　　　　　　　今は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　②私は「大作戦」に参加する前は，

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　

　　　　　　　　　今は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　③私は「大作戦」に参加する前は，

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　

　　　　　　　　　今は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

１．今回の卒業制作を通して，自分の中で「変化」したものを 3 つ書いてください。

2．この授業に参加して，得られたものはありましたか？　　〔　あった　・　なかった　〕

　　　「あった」人に。それはどんなことですか？

　　　語ることができたのはなぜですか？

　　　語ることができなかったのはなぜですか？

3．選んだ写真・タイトルを説明するときに，自分の考えや思いを語ることができましたか？

　　〔　できた　・　できなかった　〕

（実際は A4 版）
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指導計画
【実施日】2020 年 2 月上旬～中旬

【実施人数】全ての資料がそろった 178 名

実施内容
【授業目標】

　義務教育修了前に自他を深く考えることができ

る。

【到達目標】

1. 自分の今までをふりかえり，現在を見つめ，

　未来の自分につなげていくことができる（自己

　理解）。

2. 仲間の考えを知り，他者理解を深めることが

　できる（他者理解）。

3. 仲間の考えを知り，それを自分の成長につな

　げることができる（協同の精神）。

4. 成長を実感することで，自己肯定感をもち，

　卒業に向かうことができる（自己肯定感）。

時間配当 実施手順・留意点等

1 コマ目

（50 分）

・授業のねらいについて話す。卒業制作ということで，3 年間で学んだことをすべて発

　揮する。

・写真シート（写真 1 ～ 8 を並べて印刷したもの）を配付する。何の写真，どんな写

　真かを周りの人と意見交換する。

・拡大コピーを使用して手順の説明をする。（写真 9 －板書写真参照）

2 コマ目

（50 分）

・自分の作品を説明する準備をする。読み上げるのではなく語り掛けるように発表する

　ことを意識する。

・4 人グループで順に発表する。発表の際に質問があれば自由にやりとりしてよい。

　4 人の発表が終わったらグループ内でワークシートをまわしてコメントをつけ合う。

・時間がとれるだけクラス内を移動して，他のグループのメンバーからもコメントを

　もらう。

・自席に戻り，ふりかえりシート（資料 2）を書き，自分の中の変化を確認する。余裕

　があれば裏面に 3 年間の国語授業の感想を書く。

写真 9

　写真 1 ～ 8 から「入学した時の自分」「卒業する自分」「未来の（目指す）自分」

にあてはまるものを選ぶ。各写真をワークシート（資料 1）の写真貼付欄に貼る。

それぞれの写真に「7 文字タイトル」をつける。なぜその写真を選んだか，どうし

てそのタイトルにしたのかわかるように説明をワークシート記入欄に書く。

授業 1ユニットの構成（50分× 2コマ）
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Ⅲ．授業結果
Ⅲ－ 1　ワークシート・ふりかえりシートの結果
　ワークシートには生徒の作品と，作品に対する

他の生徒からのコメントが記載されている。ここ

で言う「作品」とは，生徒が選択した写真・それ

につけた 7 文字タイトルおよび写真とタイトル

を結びつける説明からなっている。紙幅が限られ

ているため，生徒全員の作品を紹介することは

できない。そこで本論文では，特徴的な作品を 7

編抽出し紹介していく。

Ⅲ－ 1－ 1　生徒 1の作品等
生徒 1の作品

　入学してすぐの時，私はまだ全然未熟で，まる

で新緑の葉のような感じだと思ったからです。そ

れにこの葉を 1 枚 1 枚よく見ていると，とげと

げしていたり，丸まっていたりしていることがわ

かります。葉の大きさ・長さも全て違います。こ

のように知らない新しい仲間，それぞれ違った仲

間と出会ったのでこの写真を選びました。

　1 年生の時の私の性格にもあてはまります。い

やなことがあると「チクチク」してしまう。うれ

しいことがあると「のびのび」とすごしていまし

た。そんなこんなでありながらも新しい集団の仲

間に入り，力みなぎるあつくてまぶしい太陽のよ

うな希望，仲間，優しさをたくさんあびて，心も

体もパワーあふれていたからです。

　光合成というタイトルには，何かを取り入れ，

アウトプットし，何かを相手にするというこのく

り返しが人としても成長できるからです。

　この写真は，見て分かるように三つ葉のクロー

バーが，大きかったり，小さかったり，傷ついて

いたり，まわりは落ち葉だらけだったりいろいろ

です。卒業する自分は，きれいな三つ葉が未来へ

の希望，傷ついたクローバーがこれまでの心の傷

や悲しみ。そしてクローバーのかげの落ち葉など

が広がる薄暗い場所が，卒業する悲しみと，今ま

での思い出を表していると思ったのでこの写真を

選びました。

　今まで一緒だった仲間ともはなればなれになっ

てしまうことがとてもつらいけど，未来に希望を

もつ，という少し複雑な気持ちがあります。

　また，今まで経験してきた，心の深い傷や，う

れしかった思い出，努力して生き抜いてきた力強

さがこの写真に全てあふれていたのでこの写真を

選びました。

　この写真では一見ただ窓がしまって先が見えて

いないということにしかとらえることはできない

と思います。ですが私は，この写真から，「まだ

未来は見えていないけど，いつかこの窓を開けて

明るい景色が見えるようになるのだろう」と思っ

たのです。

　未来にはもちろん不安，心細さ，恐怖というも

のがつきものですが，その気持ちのもやもやを晴

らして，未来に向かいこの窓をこじ開けられるく

らいの自信と欲望あふれた人生にしていくことが

私にとって大きな希望・夢です。

　窓を開けることは動作的にはとても簡単です

が，1 つ 1 つ確実に物事を進めなければ，動作的

にも，夢や希望としてもとても難しいことです。

失敗を恐れず，いつかこの窓の向こうに誰も見れ

ない素敵な景色をつくり出したいです。

生徒 1のふりかえり
1. 自分の中で変化したもの

①（「大作戦」に参加する前は）受験勉強でいっ

ぱいいっぱいだった。（今は）過去をふり返

りながら未来を想像することで「前に進も

【入学した時の自分】

「日々共に光合成」

【卒業する自分】

「思い出は永遠に」

【未来の（目指す）自分】

「窓を開けるとき」
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う」という気持ちが高まったと思う。

②（「大作戦」に参加する前は）写真の意味を

とらえて自分を表現したこともなかった。

（今は）友達の意見も見ながら，写真をよく

見つめて，考えることができる。

③（「大作戦」に参加する前は）「大作戦」をやっ

てどんな効果があるのか分からなかった。

（今は）国語に必要な力を全て身に付けるこ

とができることが分かった。

2. この授業で得られたもの

　〔あった〕

　生徒 2 さんのワークシートで「未来の（目指す）

自分」のところで，白紙を使っていた。わくにと

らわれない自由な発想がさらに自分を高めてくれ

るということ。

3. 自分の考えや思いを語ることができたか

　〔できた〕

　自分が実際感じていたことをそのまま書けて表

すことができたから。話す力がのびたから。

　生徒 1 のふりかえりがどのような意義をもっ

ているかは，この授業の到達目標と照合すること

で評価できる。

　生徒 1 のふりかえりシートの記述内容「1 －①」

は到達目標の「1（自己理解）」に相当する。「1

－②」は到達目標「3（協同の精神）」に相当する。

「1 －③」は到達目標「4（自己肯定感）」に相当

する。さらに生徒 1 の「1 －③」は，授業の中に

「みる」を導入することが「国語に必要な力を全

て身に付ける」につながっているという学習者の

認識を表出している。これは，看図アプローチが

設定している仮説の妥当性を，学習者の側から例

証してくれている重要なデータでもある。生徒 1

の「2」は，他者の優れている点を積極的に認め，

さらにそれを自らも吸収していこうとしている記

述である。これは，今回の授業で「協同の精神」

が醸成されていることを示すデータである。「3」

は，到達目標の「4（自己肯定感）」に相当する。

　以上みてきたように生徒 1 は，今回の授業の

到達目標を全て達成できている。さらに，生徒 1

の作品には，仲間からもポジティブなコメントが

寄せられている。次に生徒 1 の作品に対する仲

間からのコメントを紹介しておく。

生徒 1作品に対するコメント
生徒 1へ①

　全体的につながりがあって良い。写真 1 つを

よく観察していて，写真の 1 つ 1 つの細かいと

ころまで意味があるのがとても良い。また 1 つ

の写真を「光合成」とかそのレベルまで深く掘

りだしていて，写真選びが上手だと感じた。自

らのプラスの面とマイナスの面の対比があって

良かった。

生徒 1へ②

　全体的に緑が多くて，緑の色が心が落ちつく

というかそういう人なんだなと思った。

　草から，「思い出は永遠に」というタイトル

をつけることは自分がちゃんと見ていなかった

部分を見ないとわからない。観察力があってす

ごいなと思った。自分も思い出の中に入ってた

ら（入っていないと思うけど）なんかうれしい

なと思いました。また，影色が見えていないの

がいいと思った。

　

生徒 1へ③

　写真の細かい部分を読み取って，自分の表し

たいものとつなげていたのがすごい。タイトル

がとにかくステキ♡「日々共に光合成」を，い

ろいろなことを吸収することとかけているの

が，思わず「なるほど」と言わされるような感

じでよかった。最後の「窓を開けるとき」が，

まだ自分の未来はこれからっていう感じがし

た。将来の○○（生徒 1 の名前）が楽しみー！

　

生徒 1へ④

　題名がすごく気持ちがこもっていて，題名を

見ただけでも，気持ちが伝わり，すごく良かっ

た！これからも，みんなでがんばろうね !!
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生徒 1へ⑤

　「光合成」という表現がすごく良くて，最後

までびっしりと書いていて良かったです。
　

Ⅲ－ 1－ 2　生徒 2の作品等
　生徒 2 の作品については，上掲生徒 1 のふり

かえりの中でも言及されていた。生徒 1 と生徒 2

は同じクラスに在籍している。

生徒 2の作品

　「モザイクのかかった窓の先には，道があるは

ずなのに，踏み出せないもどかしさ。」これが，

この写真とタイトルの由来だ。当時の私には，自

分が何者なのか，どういうのが好きで，どういう

のが嫌いなのかを見つけることができなかった。

それまでの自分は，いつも相手にあわせるばかり

考えていて，自分の気持ちを全部押し殺して，心

がマヒしてしまっていた。

　中学校生活 3 年間で自分は過去の自分を忘れ

てしまうほど移り変わっていた。入学した時の自

分の痛みもいつの間にか消え，ただ美しい空が広

がり，世界は広いのだと，忘れていた自分を改め

て感じることができた。どこを見ても同じ景色が

見えるが，その先がどうなっていても受け入れら

れるような，そんな気がする。そう思えるぐらい

私は変わったのだと思う。「大変」だった。だか

ら「大」きく「変」われたのだと思う。

　未来の自分を描くとしたら，真っ白で，まぶし

いくらいに輝く未知な所が良い。自分の目指す自

分は，どんな色が塗られてもその色の個性がひき

たつようなキャンバスでありたい。いくつ年を重

ねても黄ばむのではなく，味が出て，より一層輝

くものでありたい。

生徒 2のふりかえり
1. 自分の中で変化したもの

①（「大作戦」に参加する前は）1 つのものに

感じる思いは，みんな同じなのだろう。（今

は）1 つのものに感じている思いはみんな

違っていて，こういう考えもあるんだな。

②（「大作戦」に参加する前は）未来の自分に

対してぼやけたものがあった。（今は）自分

のなりたい自分がはっきりとうつってきて

いる。

③（「大作戦」に参加する前は）みんなが思っ

ていることをあまり知らなかった。（今は）

こういう風に考えていたんだなと知ること

ができた。

2. この授業で得られたもの

　〔あった〕

　1 人 1 人みんな「我」があって，感じるもの・

見るもの・考えること全部が違っているというこ

とを知れたこと。

3. 自分の考えや思いを語ることができたか

　〔できた〕

　今まで国語の授業でつちかってきた想像力や，

自分の考えを書ける力があるから。

　生徒 2 も今回の授業で設定した到達目標を全

て達成していた。ただし，生徒 1 に対して行っ

たふりかえりシート記述内容と到達目標との対応

づけは割愛する。

Ⅲ－ 1－ 3　他の生徒たちの作品
生徒 3の作品

【入学した時の自分】

「ぼやける我が道」

【卒業する自分】

　　　　「我が道の行く先」

【未来の（目指す）自分】

「無限キャンバス」 【入学した時の自分】

「のびしろがある」

（写真選択せず）
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　○○中に入った時，この学校で頑張っていこう

と思った。自分的には中学校一年生が一番のびし

ろがあると思っている。小学生では少し早いし，

高校生になるころには，もう人柄ができあがって

いるのだと思う。だから，中学一年生が一番自分

をのばすことができるのではないかと思った。実

際にいろんなことがのびた気がした。そう考えた

時にこの写真が目に入ってきた。まだ根気強く成

長しているところがよいと思ったから。

　今の自分はまだ自分のその先について考えたこ

とがありません。何かに熱中したり，何になりた

いのか自分でもわかっていません。ですが，いつ

か必ず探し見つけたいと考えています。自分はこ

の世界についてまったく知らないので自分の光を

見つけたいと思います。この写真はまだ光がとび

らにとざされていて，まだわからない感じがよい

と思ったので選びました。何かのきっかけを見つ

けようとしている。

　未来の自分なんてわかりません。しかし，今の

自分が見て最低限ちゃんとやっているなと思えた

ならよかったと思います。自分のことはちゃんと

自分でやる自分になっていてほしいです。そのた

めにも今頑張る必要があると思います。

　未来に繋がるような自分になりたいです。今は

何かを見つけだしたいと思います。この写真は大

空なので大きな希望や大きな器などをもちたいと

いう思いで選びました。

生徒 4の作品

　視野が狭く，考えも限定的で，固定観念にしば

られていた自分。外に飛び出すこともなし，挑戦

もゼロだった。だから自分の世界にとらわれて，

がんじがらめの中，自分の中でも息苦しく生きて

きた。「いつ自分は変われるのだろう。変わりた

い。でも嫌だな。」という相反する気持ち。狭い

世界にずっと閉じこもっていた。何かが欠けてい

る。でもわからない。変わるのはこわい。そんな

中で変わる機会は来るのかと，不安の日々。中学

生，少しは変われるのかな ?! 少しワクワクしな

がら進んできた。

　いろいろな人と触れ合って，関わって大きく変

化し，成長した。未来への可能性は無数に広がっ

ている！そう思いたいからがんばった。まだまだ

未完成な自分が，どんな成長をして，どんな人と

なるのか，未来に期待をふくらませて，不安と戦

いながら，今を生きる。過去への後悔が少しでも

減るように今をどう生きるのか，考えながら，生

きていきたい。未来が少しでも良いもの，幸せな

ものにしたい。だから今をがんばって生きる！中

学校ありがとう。がんばった 3 年間に，感謝！

　同じ失敗をせず，自分の志をしっかりもった人

になりたい。今の私では，未来の自分がわからな

い。でもこれだけは思うから。失敗を学びに，学

びを成長にできる人。自立している人。笑顔です

【卒業する自分】

　　　　「まだ知らぬ希望」

【未来の（目指す）自分】

「いつかかならず」

【入学した時の】

　　　　　　「狭い世界の中で」

【卒業する自分】

　　　　「広がる夢・未来」

【未来の（目指す）自分】

「学びを成長に！」
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ごす人。こんなまだまだたくさんある目標をもち

続けて努力する。それができる人になる！だから

時間を大切に，いきいきと生活している未来を思

い浮かべて，がんばろう！

生徒 5の作品

　まだ気持ちもゆるくて，将来に向かっての意識

というものがなかった。どのようにふるまってい

いのかわからず，ただボーッと過ごしていて地ば

んとなる精神面の基そがなっていなかったからこ

の写真にした。

　だけど少しずつ時間がすぎていく中でだんだん

と地面がかたまって 1 年の中ごろには芽がでて

きた気がする。これからにむけての希望のある期

間だったからこのタイトルにした。

　今は周りの雰囲気にのまれたり，人と同じよう

な行動をし，発言をしている気がして個性が失わ

れたりして同
・ ・ ・ ・ ・

じ色に染まってしまっている。周り

にあわせることはできる。人と同じことができ

る。別に悪いことではないのかもしれない。だけ

ど私は嫌だと思っている。嫌だと思っているのに

染まっている自分も嫌だ。だから，少しずつでも

いいから，人とは違うなにか行動をおこしてみた

いと思っている。

　今は自分の色を出せていないかもしれない。だ

けどいつか近い未来，自分にしかできないような

こと，四つ葉のクローバーのように見つけてもら

えたり，めぐり会えた人全てに喜んでもらえるよ

うな素敵な人になりたい。そして，ただそんな人

間になるだけの人生ではつまらないと思うから，

周りとは違う個性をもった「オンリーワン」な，

ひきつけられるような人間になる。

生徒 6の作品

　左の暗いのが入学時の不安。右の虹っぽくなっ

ているのは，中学校への希望を表しているよう

だった。楽しみでもあったし，不安でもあるよう

な心情をもっていた。まんなかのまどわくがレー

ルに見えて，あともどりができない死ぬまでの一

直線の道を表している。また，レールはあまり幅

広いものではないので，こどくで不安な自分だけ

の人生という感じがしてとてもいいなと思った。

　まだ肉は鉄板のうえ。まだ焼けてない様子。ま

だ，焼けていないということは，料理としては不

十分であり，自分が一人の人間としては不十分だ

ということを表す。焼いている途中は肉汁が出て

味が美味くなる。自分が料理として美味しくなる

ように時間をかけて焼き上げていきたい。今で満

足せず成長したいと思う。

　田んぼは季節によって色が違う。それは，喜怒

哀楽の感情を表している。と同時に田舎の田んぼ

は広いので感情が豊かで心が広い人間になりたい

と思った。また，田んぼはこの写真にうつらない

影色にまで広がっていると思う。うつっていない

【入学した時の自分】

「希望のある大地」

【卒業する自分】

　　　　「相反して同じ色」

【卒業する自分】

　　　　「まだ焼けない肉」

【未来の（目指す）自分】

「オンリーワン！」

【入学した時の自分】

「一直線のレール」

【未来の（目指す）自分】

「田舎の田のよう」
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ということは今の自分では想像できない影色だと

思うので，今の自分にとらわれないという意味で

この写真にした。

生徒 7の作品

　中学校入学。それは将来へ進む第一歩だと思う。

いろいろな人と出会い，色々な経験をつみかさね，

そして別れを告げる。人生約 100 年のうちのたっ

た 3 年間でも，それが自分の人生となり記おく

として一生残り続ける。社会を学ぶ，第一かんも

んである。中学校をだれと，そしてどのように過

ごすかで人は変わっていく。そして将来の自分の

人物像も変わると思う。私の選んだこの青く雲の

多い空は，いろいろな景色を見てきていると思う。

この空のように私もいろいろな景色を見て感じた

いと思ったからこの写真を選んだ。

　この窓の写真はまさに今の自分を表しているの

だと思う。この先の将来の自分がまだみえていな

い。不安，心配，きんちょう。その感情たちが私

の中をさまよっている。だがその感情をふりは

らってでも前へ前へと進んでいかなければならな

い。この窓をあけたらなにがまっているのか私に

はわからない。たとえ草がおいしげった空地でも，

草を刈り，花をうえ育てたらきっといい公園にな

るかもしれない。自分の未来は自分しか変えられ

ない。今，私は第二かんもんの高校へと進学しよ

うとしている。そこも二分の一の確率でしか入れ

ない。だが今までつみかさねてきた勉強，勉強を

教えてくれている先生，応援してくれている家族

や親せきのためにも，今がんばる必要があるのは

確かだ。今自分にできることを今やる。それが未

来へ進む近道だと思った。

　ふと，十年後二十年後三十年後の自分ははたし

て「幸せ」なのだろうかと気になることがある。

タイムマシンを使ってみに行くことはできないの

でそのころがどうかなんて今はわからない。だが，

これはきっと五年前十年前の自分もどうなんだろ

うと思っていたと思う。たとえ十年後，二十年後

が幸せではない人生がまっていたとしても「今」

が幸せだと感じない人には十年後も二十年後にも

幸せなんぞおとずれはしない。住む家があるこ

と，食事を食べれること，学校にかよえているこ

と，全てが幸せなのだと思う。そしてこの写真の

ような空がこれから先の十年後二十年後も同じ色

であることをねがってこの写真をえらんだ。未来

はきっと明るい。いやこれから私が明るくしてい

くのだ。

　以上に紹介した生徒だけが優れた作品をつくっ

ていたわけではない。ふりかえりでは次の質問も

している。「選んだ写真・タイトルを説明すると

きに，自分の考えや思いを語ることができました

か？」これに対する回答結果が表 1 である。ほ

とんどの生徒が，自分で納得のいく作品制作や説

明を行うことができている。

Ⅲ－ 2　授業中の様子
　（編集委員会注：実践研究であっても，授業者は，

授業に集中していなければならない。このため「研

究のために行う研究」のような体系的観察は不可

能である。授業者による「授業中の様子」の報告

は非体系的なものとならざるを得ない。また当然，

授業者の主観や印象も入ってくる。しかし授業者

の主観や印象が入った観察も「これからの実践研

究」では重要であるとわれわれは考える。「この

方法は使える」「この教材は役に立つ」のような「手

ごたえ」こそ，次の現場に届けるべき「実践のエッ

センス」であるからである。そのため本稿では授

【入学した時の自分】

「未来への第一歩」

【卒業する自分】

　　　　「今未来へ進む時」

【未来の（目指す）自分】

「後悔ない人生を」
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業者茅野の印象や感想も交えた「授業中の様子」

を報告していく。なお以下の報告は 1 クラスに

限定されたものではない。茅野が授業を行った 6

クラスでなされた観察である。）

授業中の様子

　「えー，なんで焼肉なのー？」（写真 1 のこと）

のひとことで一気に場が和んだ。卒業制作と聞

き，多少緊張感が漂っていたクラス内がほぐれ

ていくのがわかる。写真 1 のような意外性の

あるビジュアルテキストを入れておくことも効

果的である。

　「この雑草なんだ？」「クローバーっていうん

だよ。」「四つ葉のクローバーっていうじゃん。」

「えっ？三つ葉だよ。」「真ん中らへんにあるじゃ

ん，四つ葉。」「見つけたら幸せになるってよ。」

「じゃ，オレ，幸せ？」「うん，オレも。」「何で

も名前があるんだなあ。」「オマエ，部活でザコっ

て言われてたけど，立派に名前あるじゃん。ザ

コじゃねーし。」

　…このようなやり取りが見られた。「みる」

にとどまらず，人生を語っているようでほほえ

ましかった。

　たくさんのつぶやきがあり，それを通じてビ

ジュアルテキストの読み解きがすすんでいっ

た。「これ，いつの時間？」「グラウンド？白線

があるけど水たまり。」「この葉っぱお茶の葉か

な。」「色が若々しい。」「この写真上下どっち

だ？」「どっちでもありだな。」「縦？横？」「何

だかわからないなあ。」「雲のそばに飛行機か？」

「どこどこ？」「ボンヤリしてるのは，水？」「水

滴？」「すりガラスかなあ。カギがかかってる。

開けられる？」「黄色の波打ってるのは草！」「稲

じゃね？米がとれる。」など。

　…このようなおしゃべりのあと自然に静かに

なり，黙々と作品づくりが始まった。意思決定

まではザワつくことがあっても，この時間が大

切なのである。おしゃべりしているうちに道が

見つかる。道を見つける。

できた できなかった 「できなかった」の内容

3-1 29 3
・たくさんの思い出があり，頭につまった。
・そのまま読んだ。
・勇気がなかった。

3-2 28 3
・日本語でうまく説明できない。
・ていねいにできなかった。
・タイトルしか説明できなかった。

3-3 29 3
・完成していない。
・書いたことをコンパクトにできなかった。
・まだ少し恥ずかしかった。

3-4 25 0

3-5 27 2 ・写真とタイトルの説明しかできなかった。
・もう少し文を考えて，丁寧に自分の思いを伝えればよかった。

3-6 26 3
・語るのは難しい。
・説明するのは難しい。
・まとまらなかった。

計 164 14

表 1　資料 2（ふりかえりシート）「3」の質問への回答結果
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　前向きにした座席で制作を行った。4 人グ

ループにすることも考えたが，自分の中での自

己対話・自己認識をすすめるために，前向きの

机列で実施した。必要であれば，隣や前後斜め

には話しかけられる。

　「同じタイトルがない」ところに驚いた。似

ているものもあるが，十人十色である。こんな

ところにも人間の良さを感じる。だから互いに

良さを認め合うことが大事。日本語の文字は種

類があるので，工夫のしがいがある。苦肉の策

として「記号を使ってもいいの？」と聞いてき

た生徒もいた。「7 文字タイトル」を考えるこ

と自体が，このあと書く「7 文字タイトル」の

説明記述欄に書き込む内容の準備になってい

く。

　授業の 2 コマ目。4 人グループで自分の作品

の説明をしていく。説明準備の時間は 5 分とっ

た。仲間の説明を笑顔で聞く姿が多かった。拍

手が自然と出てきて，みんなに説明してくれて

ありがとうという気持ちが表現できていた。

　4 人の発表が終わったらワークシートをまわ

してコメント書きをしてもらった。4 人グルー

プでのコメント書きが終わったら，クラス内を

動いて他のグループの人からもコメントをもら

う。クラス内を動いての活動は，仲良しの枠を

越えて行ったが，男女で別れてしまうことが多

かった。

　「『読み上げる』のと『説明する・話す』は違

います。相手がわかるように工夫するんだよ。」

という語り掛けで，プリントの持ち方，指し

方，相手を見て話すなど，相手を意識した説明

を心がけさせた。まだ不充分だったなと感じて

いた生徒もいた。経験回数が増えればもっと上

手になれると思う。一歩前にすすんで相手に近

づいていくコミュニケーションの力もつけさせ

たい。

　グループメンバーの説明を聞いてからのコメ

ント書きだったので，よく聞いて，内容をとら

えようとしていた。また，一人終わると拍手が

自然に出てきたのだが，他のグループの説明の

邪魔にならぬように小さな音で笑顔と共にやっ

ていた。プレゼンの練習にもなっていた。時間

がとれる場合は，前に出て，クラス全員の前で

の発表も良いかなと考えていた。

　公立高校前期入試前日のクラスは，「心配だ

よね。」「でもさ，気持ちが同じと思うとちょっ

と救われるね。」「場所は違うけどがんばろう

ね。」などと互いにエールを送り合う姿も見ら

れた。特別仲良しでなくても 1 年間クラスを

共にした仲間だからこそ自然に出てくる言葉な

のだろう。

　前時の授業を欠席して作品が完成していない

生徒もいる。この場合，写真さえ選んでいれば，

あとはアドリブでやっていける。そのためその

ような生徒には説明準備の 5 分間で説明する

内容を考えてもらった。周りの生徒たちの質問

に答えることで説明・発表ができていた。この

ような生徒たちも，授業に能動的に参加できて

いた。

　説明・発表準備の時間（2 コマ目の最初）を

とることによって，読み上げるだけではなく，

説明するのだという意識づくりができた。この

意識はとても大きく，聞き手の反応も大きく

違ってくる。また，グループの他の 3 人の説明・

発表を聞き「！」とヒントをもらっている場面

もあり，他のグループメンバーのところへ出か

けていくときには説明が上手になっていた。発

表のポイントをつかむ練習にもなっていた。

　今回用いたのはいろいろな見方・考え方がで

きる写真である。授業の一番はじめに写真シー

トを配付した。おしゃべりが大好きな 3 年生

は「あーだ」「こーだ」と話し始める。この時



「看図アプローチ語りカフェ」による「自分を深く考えよう大作戦」 全国看図アプローチ研究会研究誌 3号

29

間がとても重要である。すべての写真が「入学・

今・未来」に使用可能なのである。ひと区切り

ついたところで，今回の取り組みの手順説明を

する。写真を使った授業は「卒業制作」と大き

く銘打ったために，真剣味が増していた。

　いざ写真を選ぶ段階になると私語もなくな

り，ひたすら自分と向き合う。3 枚をどんな気

持ちで選んでいるのか，心の声を聞いてみたい

ものである。写真を選ぶこと＝自分を見つめる。

自己認識である。看図アプローチが重視してい

る「ビジュアルテキストの曖昧さ」がいきてい

るのだと思う。いかようにも読み取れる写真に

大きな魅力を感じる。カラー版ということで一

層魅力を放っている。

　発見する目をもつことは，人生を豊かに楽し

くしてくれるのではないかと思う。何かを発見

する裏には必ず本人の心情なり感性が隠されて

いる。それを自分自身が読み解いていく中で，

明確なものとして認識されていくのではない

か。その過程を楽しめることは大変幸せなこと

である。

Ⅳ．考察
　看図アプローチを導入することのメリットは数

多くある。とくに今回の実践で次のことに気づい

た。

　生徒たちの「自分の感じや考え」が写真（ビジュ

アルテキスト）によって触発され，自分を深く見

つめる時間になっていくことが授業者として体感

できた。様々な美術作品や自分を取り巻く「もの」

「人」をよく「みる」ことが内省への道なのだと

考えられる。そのチャンスが人との関わりの中で

楽しさとともに訪れてくるのは，誰にとってもう

れしい時間なのである。今回の実践では，このよ

うな時間をつくり出せたと感じている。
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